
Q1 自分の性格をひと言で
いい表すと？

せっかち。早めに結論を出そうとする。

Q2 弱点を１つ教えてください。

カラオケが全然歌えないこと。踊ることはできる。

Q3 最近うれしかったことは？

2024年、職員から希望者を募り、医療経営士の認
定資格試験に向けた勉強会を開催。4人全員が3級
に合格したこと。

Q4 今はまっているものは
ありますか？

仕事。オープンカーでのドライブ。

Q5 タイムマシンがあったら行きたいのか過
去？　未来？　その理由は？

上野総合市民病院での研修医時代。病理解剖も朝
方までやっていたが、仕事は楽しかった。

Q6 人生で最も影響を受けた人は？

自分を研究の道に進ませてくれた大学時代の恩
師。経営に強い関心があり、本来、卒業したら、
クリニックや病院を開業しようと考えていたが、
恩師から「研究の世界は情熱だ」と教えられ、自分
でもやればできるかも知れないと思い、米国へ留
学。帰国後、勝負した研究が当たった。

Q7 日課はありますか？

特になし。

Q8 人生最後に食べたいものは？

ラーメン。インスタントでもいい。

Q9 今一番会いたい人は
誰ですか？

留学したアリゾナ大学農学部のデービッド・ハー
トション教授。サイエンスの手法をとことん教え
ていただいた。

Q10 病院トップとしてふさわしい
素養は？

「他利」（他人を利する心）。トップになるとある
程度の権限が与えられるが、それを自己の欲のた
めに使ってはいけない。「他利」があれば、周囲
から信頼を継続して得られる。
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大
学
病
院
と
地
域
医
療
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
地
方
大
学
は
病
院
の
ウ
ェ
ー
ト

が
非
常
に
大
き
く
、
本
学
の
場
合
、
医

学
部
を
合
わ
せ
る
と
教
職
員
数
で
大
学

全
体
の
半
分
、
予
算
規
模
で
は
３
分
の

２
を
占
め
ま
す
。
た
だ
、
国
立
大
附
属

病
院
の
大
半
は
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
、

私
も
改
善
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

大
学
の
機
能
は
教
育
、
研
究
、
社
会

貢
献
な
ど
が
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
が
、

「
ト
ッ
プ
10
％
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」（
国
別
の

研
究
力
を
測
る
有
力
な
指
標
）で
日
本

が
イ
ラ
ン
を
下
回
る
13
位
と
な
る
な
ど

研
究
力
低
下
は
深
刻
で
す
。
地
方
大
学

の
附
属
病
院
で
も
研
究
の
ウ
ェ
ー
ト
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
研
究
時
間
が
診
療

に
割
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

医
療
の
高
度
化
に
伴
い
医
療
機
器
・

材
料
な
ど
が
高
額
に
な
る
う
え
、
安
全

管
理
、
感
染
症
対
策
に
も
投
資
せ
ざ
る

を
得
ず
、
支
出
が
毎
年
10
億
〜
15
億
円

上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す

る
に
は
診
療
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

結
果
と
し
て
、
大
学
病
院
が
担
っ
て
き

た
基
礎
研
究
、
診
療
以
外
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
と
い
っ
た
部
分
が
な
く
な
り
、
大

学
病
院
ら
し
さ
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

医
学
部
定
員
の
な
か
に
地
域
枠
制
度

を
活
用
し
た
成
果
も
あ
り
、
三
重
県
の

人
口
10
万
人
当
た
り
医
師
数
は
以
前
に

比
べ
改
善
し
て
い
ま
す
。
医
師
臨
床
研

修
制
度
が
始
ま
っ
た
２
０
０
４
年
当
時
、

県
全
体
で
60
人
ほ
ど
し
か
残
ら
な
か
っ

た
研
修
医
が
、
現
在
で
は
１
５
０
人
ほ

ど
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
師
の
地
域
偏
在
は
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
深
刻
な
の
は

地
域
医
療
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
不
在

で
す
。
地
域
枠
の
学
生
は
義
務
づ
け
ら

れ
た
１
、
２
年
間
は
医
師
少
数
区
域
で

就
業
し
ま
す
が
、
た
と
え
ば「
子
ど
も
が

大
き
く
な
る
ま
で
頑
張
る
」と
い
っ
た
総

合
医
は
な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
開

業
医
の
高
齢
化
に
伴
い
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
閉
院
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
ケ
ア
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
ま
で

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
総
合
医
が
１
人

で
も
い
る
と
大
変
喜
ば
れ
る
の
で
す
が

…
…
。
総
合
医
の
育
成
に
つ
い
て
少
し

芽
は
出
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
目
に
見

え
る
形
ま
で
に
は
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
今
後
の
医
学
部
教
育
や
大
学
の
あ

り
方
、
方
向
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
現
在
の
医
療
の
課
題
に
向
き
合

い
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
行
動
し
て
い

く
医
師
が
次
第
に
減
少
し
て
い
る
現
実

が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
の
役

に
た
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
存
在
に

な
る
と
い
う
意
識
が
、
若
い
世
代
は
希

病院トップの

経営者魂
Cool Head,but Warm Heart

薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
は
小

学
生
ぐ
ら
い
の
幼
少
期
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
大
事

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
の
健
康
、
命
を
守
る
医
療
は
、

い
わ
ば
平
時
の
国
防
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
は
基
本
的
に
国
民
の

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
医
師
の
応
召
義
務
は
、
困
っ
て
お

ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
、
医
師
と
し
て
で

き
る
限
り
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
ま
し

て
や
、
国
立
大
学
に
は
多
額
の
国
費
が

投
入
さ
れ
て
お
り
、
国
の
サ
ポ
ー
ト
や

税
金
を
使
っ
て
自
分
た
ち
は
育
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
本
学
に
と
っ
て
県
民
の
安

心
が
一
番
の
財
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な

考
え
が
あ
る
限
り
、
大
学
が
な
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

営
利
の
た
め
で
は
な
く
、
地
域
の
た
め

の
病
院
を
構
築
す
べ
き
で
す
。
夢
物
語

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
来
は
、
病
院
が

な
く
な
る
の
が
い
い
時
代
で
す
。
予
防
医

学
が
進
み
健
康
寿
命
が
長
く
な
れ
ば
、

高
齢
者
の
入
院
率
は
間
違
い
な
く
減
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
代
で

は
大
学
病
院
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
病

院
を
教
育
研
究
の
場
に
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
大
学
病
院
で
は
急
性
期
医
療

の
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
回
復
期
の

部
分
も
少
し
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
慢
性
期
や
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど

の
教
育
が
十
分
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

臨
床
実
習
の
際
、
教
員
が
地
域
の
病
院

で
教
育
し
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
の
な
か
に
教
育
研
究
を
溶
け

込
ま
す
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
ハ
ー
バ
ー
ド
医
科
学
大
学
に
留

学
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
も

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
、
ブ
リ
ガ

ム
＆
ウ
ィ
メ
ン
ズ
病
院
、
べ
ス
・
イ
ス
ラ

エ
ル
・
デ
ィ
コ
ネ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
関
連
施
設
で
教
育
を
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
医
学
部
と
病
院
は
違
っ
て

も
い
い
わ
け
で
、
医
学
部
附
属
病
院
だ

け
で
教
育
す
る
時
代
で
は
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

三
重
県
で
は
三
重
大
学
が「
最
後
の

砦
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
研
究

に
つ
い
て
も
大
学
病
院
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
病
院
も
活
用
し
て
地
域
で
完
結

型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

1949年創立。人文、教育、医、工、生物
資源の5学部と地域イノベーション研究
科を加えた6研究科があり、津市の「上
浜キャンパス」に全学部が所在する。理
念は、「地域を見つめ　三重から世界へ　
世界から三重へ　未来を拓く地域共創大
学」。地域創生へ取り組みのひとつとして、
16年度から5カ所「地域拠点サテライト」
（北勢、伊賀、松阪多気、伊勢志摩、東紀州）
を展開している。これらの地域拠点サテ
ライトを活用して医療DX、スマート農業
などのプロジェクトや忍者、海女などの
地域文化の研究を進めている。

●国立大学法人 三重大学

三重県全域を活動の場に
4つの地域拠点サテライト

Profile

いとう・まさあき●1955年、三重県出身。79年三重大学医
学部卒業後、同大学医学部附属病院第一内科入局。80年上
野総合市民病院循環器内科医員。83年より三重大学医学部
附属病院第一内科で研究に従事後、米国アリゾナ大学留学。
90年三重大学医学部附属病院助手、91年同大学医学部助手、
97年同大学医学部附属病院講師。97年米国ハーバード医
科大学・ブリガム＆ウィメンズ病院留学。2006年三重大
学大学院医学系研究科臨床医学系講座循環器・腎臓内科学
分野教授。同大学医学部附属病院長を経て、21年4月から
現職。専門は内科学、循環器内科学

国
民
の
安
心
が
わ
れ
わ
れ
の
ア
ウ
ト
カ
ム

ば
、
学
生
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
師
で
あ
れ
ば
、
急
性
期
か
ら
在
宅

で
亡
く
な
る
ま
で
を
み
る
べ
き
で
、
私

自
身
も
将
来
、
大
学
を
離
れ
た
ら
、
急

性
期
か
ら
在
宅
ま
で
の
医
療
に
接
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
時
代

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分
野

だ
か
ら
で
す
。
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